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はじめに 

 
 
 
 
 
 
 
 

千葉県営水道は、昭和９年に創設され、昭和 11 年に千葉市

に 給 水 を 開 始 し て 以 来 、 県 勢 の 発 展 に 合 わ せ 事 業 を 拡 大 し 、 

今日では、県北西部を中心に 11 市、約 306 万人のお客様に 

水道水を供給する全国第３位の大規模水道事業体になりました。 

しかし、昭和 30 年代以降に大量に整備した浄・給水場施設、

送・配水管路等の水道施設の更新時期を迎えるにあたり、適切

な維持管理を行い水道施設の長寿命化を図るとともに、着実な

施設更新・整備を行っていく必要があります。 

このため、千葉県営水道では、平成２８年３月に「千葉県営

水 道 事 業 長 期 施 設 整 備 方 針 」 を 策 定 し 、 ５ 年 間 分 の 具 体 的 な 

取組を「千葉県営水道事業中期経営計画」に反映させて、これ

ま で 、 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 （ 第 ２ 期 ） の 施 設 整 備 や 、 管 路 の 

更新・耐震化などに取り組んできました。 

一方で、近年では、県内を始め全国各地で地震や台風などの

自 然 災 害 に 伴 い 、 停 電 に よ る 断 水 被 害 や 浸 水 被 害 が 発 生 し て 

いることから、停電対策や浸水対策の強化がより一層求められて

いるところです。 

こ う し た 、 策 定 か ら ５ 年 が 経 過 し た こ と に よ る 社 会 情 勢 の 

変化等を踏まえ、このたび、５年毎に策定する中期経営計画に

合わせて、本方針を改訂することとしました。 

今 後 と も 、 将 来 に わ た っ て 安 全 ・ 安 心 な 水 道 水 を お 客 様 に 

供給し続けるためにも、更新計画の着実な実行と、効果が最大限

得 ら れ る よ う 計 画 的 な 事 業 運 営 に 努 め 、 成 熟 型 社 会 に ふ さ わ 

しい持続可能なライフラインを目指してまいります。  

令和３年３月 

千 葉 県 企 業 局 長 

千葉県水道事業管理者  

ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場  

岡本 和貴  
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第１章 方針策定の目的と位置づけ               

 

１  策 定 目 的  

 

 

 

 

※  長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 平 成 ２ ８ 年 ３ 月 策 定 、 令 和 ３ 年 ３ 月 改 訂  

 

県 営 水 道 で は 、 今 後 、 昭 和 30 年 代 以 降 に 大 量 に 整 備 し た 水 道 施 設 の 更 新

時 期 を 一 斉 に 迎 え ま す 。 一 方 で 、 人 口 減 少 社 会 の 到 来 等 に よ り 、 将 来 的 な  

給 水 収 益 は 減 少 が 見 込 ま れ る な ど 、 今 後 の 経 営 環 境 は 厳 し く な っ て い く こ と

が 予 想 さ れ ま す 。  

こ の よ う な 中 、 将 来 に わ た っ て 安 全 な 水 道 水 を お 客 様 に 供 給 し 続 け る た め

に は 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ り 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 る と と も に 、 確 実 か つ 継 続

的 な 施 設 更 新 の 実 施 が 必 須 と な っ て い ま す 。  

こ の た め 、 将 来 の 水 道 施 設 の 再 構 築 を 視 野 に 入 れ 、 重 要 度 、 老 朽 度 及 び  

耐 震 化 の 必 要 性 等 を 考 慮 し た 施 設 更 新 ・ 整 備 を 実 施 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、

長 期 施 設 整 備 方 針 を 策 定 す る こ と と し ま し た 。 ま た 策 定 に あ た っ て は 、   

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト (注 1)手 法 を 用 い 、 事 業 の 平 準 化 や 財 政 推 計 に よ る 収 支 の

概 算 を 通 じ 、 適 正 な 計 画 と な る よ う 配 慮 し ま し た 。  

 

■ 長 期 施 設 整 備 方 針 策 定 の 先 に あ る 未 来  

○ 各 施 設 の 重 要 度 や 老 朽 度 を 踏 ま え た 適 切 な 更 新 ・ 整 備 の 実 施  

○ 震 災 や 事 故 発 生 時 等 の 緊 急 時 に お け る 体 制 の 強 化  

○ 適 正 な 資 金 計 画 に 基 づ い た 更 新 ・ 整 備 計 画 の 実 施  

 

 

将 来 的 に 持 続 可 能 な 、 ラ イ フ ラ イ ン の 更 新 ・ 整 備 が 可 能  

 

○ お 客 様 に 対 し て 、 安 心 ・ 安 全 な 水 道 水 を 安 定 的 に 供 給 し 続 け る 礎 を 確 立  

○ 県営 水道 の 限ら れ た資 産（ 職 員・ 施設 ・財 源） を 有効 活用 する こと に より 、

「 安 全 」 「 強 靭 」 「 持 続 」 を 確 保  

 

 

(注 1)ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト ： 「 P21 用 語 解 説 」 参 照  

▶将 来 に わ た り 、 安 全 な 水 道 水 を お 客 様 に 供 給 し 続 け る た め 、  

▶確実かつ継続的な施設更新･整備により、水道事業の基盤強化を図るため、 

■長期施設整備方針を策定します。 
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２  長 期 施 設 整 備 方 針 の 位 置 づ け  

 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 県 営 水 道 の 長 期 的 な 施 設 整 備 の 基 本 的 考 え 方 を 示 す

も の で あ り 、 今 後 の 具 体 的 な 施 設 更 新 ・ 整 備 事 業 は 、 県 営 水 道 の 水 道 事 業  

ビ ジ ョ ン で あ る 「 千 葉 県 営 水 道 事 業 中 期 経 営 計 画 (以 降 「 中 期 経 営 計 画 」 と  

い い ま す 。 )」  に 反 映 さ せ て 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

ま た 、 こ の 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 平 成 26 年 4 月 に 総 務 省 か ら の 要 請 を  

受 け て 策 定 し た 、 千 葉 県 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に お け る 、 個 別 施 設 計 画

（ 各 事 業 者 が 作 成 ） に 位 置 づ け る も の と し ま す (図 1 参 照 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １  長 期 施 設 整 備 方 針 と 中 期 経 営 計 画 等 と の 関 係  

 

 

 

 

厚 生 労 働 省 が 平 成 25 年 3 月 に 策 定 し た 「 新 水 道 ビ ジ ョ ン 」 に お い て は 、

50 年 後 か ら 100 年 後 の 水 道 の 理 想 像 を 具 体 的 に 示 し 、 こ れ を 関 係 者 間 で  

共 有 す る こ と と し て い ま す 。 ま た 、 厚 生 労 働 省 が 平 成 21 年 7 月 に 示 し た

「 水 道 事 業 に お け る ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト （ 資 産 管 理 ） に 関 す る 手 引 き 」 に

おいて 30～40 年程度の中長期の見通し について検討するこ ととされています 。  

こ れ ら の こ と を 踏 ま え て 、 長 期 施 設 整 備 方 針 の 対 象 期 間 は 、 令 和 3 年 度  

か ら 令 和 32 年 度 ま で の 30 年 間 と し ま し た 。  

ま た 、 平 成 28 年 3 月 に 策 定 し た 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 経 営 状 況 や 需 要 の

動 向 、 事 業 の 進 捗 状 況 等 を 勘 案 し な が ら 、 概 ね 5 年 毎 に 見 直 し を 行 う な ど  

適 切 に 対 応 し て い く こ と と し て お り 、 今 回 の 改 訂 は 、 こ れ ら の 状 況 と 近 年  

頻 発 す る 自 然 災 害 へ の 対 応 を 踏 ま え 見 直 し し た も の で す 。  

(注 1)新 水 道 ビ ジ ョ ン ： 「 P22 用 語 解 説 」 参 照 、 (注 2)千 葉 県 版 水 道 ビ ジ ョ ン 、

(注 3)千葉県営水道事業中期経営計画、(注 4)千葉県公共施設等総合管理計画：

「 P23 用 語 解 説 」 参 照  

 
 ■ 対 象 期 間  ：  30 年 間 （ 令 和 3 年 度 か ら 令 和 32 年 度 ）  
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第２章 県営水道の現状と課題                  

 

１  県 営 水 道 の 概 要  

県 営 水 道 は 昭 和 9 年 に 創 設 さ れ 、 昭 和 11 年 に 給 水 を 開 始 し て 以 来 、 現 在

で は 、 給 水 能 力 126 万 6 千㎥／ 日 、 管 路 延 長 9,179km(令 和 元 年 度 末 現 在 )の

規模を有し、県北西部を中心に 11 市に水道水を供給しています(図 2 参照)。 

11 市 =千 葉 市 、 市 川 市 、 船 橋 市 、 松 戸 市 、 習 志 野 市 、 市 原 市 、 鎌 ｹ谷 市 、

浦 安 市 、 成 田 市 、 白 井 市 、 印 西 市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２  県 営 水 道 の 給 水 区 域  

上 水 道 事 業 で は 、 ５ か 所 の 浄 水 場

で 水 を つ く っ て い ま す 。  

こ の ほ か 企 業 団 で つ く っ た 水 も

買 っ て 利 用 し て い ま す 。  
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給 水 人 口 は 令 和 元 年 度 末 で 約 306 万 人 、 令 和 元 年 度 の 年 間 給 水 量 は 3 億

1700 万㎥、 一 日 最 大 給 水 量 は 約 105 万 1 千㎥と な っ て お り 、 過 去 最 高 を  

記 録 し て い ま す (図 3 参 照 )。  

 

 

図 ３  給 水 人 口 及 び 年 間 給 水 量 の 推 移  

  

 

２  県 営 水 道 の 現 状 と 課 題  

県 営 水 道 の 浄 ・ 給 水 場 ( 注 1 )等 は 、 昭 和 30 年 代 以 降 に 建 設 さ れ た も の が 多 く 、

特 に 昭 和 40 年 代 か ら 50 年 代 に か け て 集 中 的 に 建 設 さ れ 、 こ れ ら の 施 設 の  

多くはすでに経過年数が 40 年以上となっています（表１，図 4 参照）。また、

管 路 施 設 に つ い て は 、 総 延 長 9,179km の う ち 、 法 定 耐 用 年 数 の 40 年 を 経 過

す る 管 路 が 、 大 幅 に 増 え て い く 見 通 し で す （ 図 5 参 照 ） 。 こ の こ と か ら 、  

今 後 、 水 道 施 設 が 急 速 に 老 朽 化 し て い く 見 通 し で す 。 こ れ ら の 水 道 施 設 に  

つ い て は 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ る 長 寿 命 化 や 計 画 的 な 施 設 の 更 新 ・ 整 備 が  

必 要 で す 。 ま た 、 更 新 後 の 施 設 に は 、 省 エ ネ ル ギ ー 機 器 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 導 入 と い っ た 、 環 境 対 策 の 推 進 も 併 せ て 求 め ら れ て い る と こ ろ で す 。  

併 せ て 、 浄 ・ 給 水 場 等 に つ い て は 、 所 要 の 耐 震 性 を 有 し て い な い も の が  

あ る こ と 、 管 路 に つ い て は 、 耐 震 適 合 率 (注 2)が 低 い 状 況 に あ る こ と か ら 、 水 道

施 設 の 耐 震 化 を 進 め て 行 く 必 要 が あ り ま す 。  

さ ら に 、 近 年 で は 、 県 内 を 始 め 全 国 各 地 で 地 震 や 台 風 な ど の 自 然 災 害 に  

伴 い 、 停 電 に よ る 断 水 被 害 や 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 停 電 対 策 や

浸 水 対 策 を 進 め て 行 く 必 要 が あ り ま す 。  

(注 1)給水場：「P21 用語解説」参照、(注 2)耐震適合率：「P23 用語解説」参照 
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表 １  浄 ・ 給 水 場 の 建 設 時 期 の 年 代 別 構 成  

 ※ １  【 S15 通 水 】 平 成 19 年 に 廃 止  
 ※ ２  【 S33 通 水 】 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 〈 第 2 期 〉 建 設 （ 令 和 ５ 年 度 予 定 ）

に 伴 い 給 水 場 化 す る 予 定  
※ ３  経 過 年 数 が 30 年 を 越 え る 浄 ・ 給 水 場  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４  浄 水 能 力 及 び 配 水 池 容 量 の 整 備 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５  法 定 耐 用 年 数 40 年 を 経 過 し た 管 延 長 の 推 移  

  

時期（年代） 施設名称 
経過 

年数 

～昭和３９年 古ヶ崎浄水場※１ 栗山浄水場※２ 園生給水場※３ 58 年 

昭和４０年～ 
船橋給水場※３ 柏井浄水場(西側)※３ 誉田給水場※３ 

55 年～48 年 
成田給水場※３   

昭和５０年～ 
北総浄水場※３ 北船橋給水場※３ 柏井浄水場(東側)※３ 

45 年～37 年 
沼南給水場※３ 松戸給水場※３  

平成 元年～ 福増浄水場 幕張給水場  27 年～24 年 

平成１０年～ 妙典給水場 
ちば野菊の里浄水場
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今 後 、 施 設 更 新 ・ 整 備 事 業 を 実 施 し て い く た め に は 多 額 の 費 用 を 要 す る  

こ と か ら 、 健 全 経 営 を 維 持 す る と と も に 、 事 業 を 着 実 に 実 施 し て い く た め の  

体 制 や 業 務 手 法 の 確 立 も 課 題 と な っ て い ま す 。  

県 営 水 道 は 、 こ れ ら の 課 題 に 対 し て 、 中 期 経 営 計 画 を 策 定 し 、 計 画 的 な  

事 業 運 営 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ で す が 、 将 来 に わ た り ラ イ フ ラ イ ン を 維 持

し て い く た め に は 、 長 期 的 施 設 整 備 の 方 針 を 定 め 、 実 行 可 能 な 施 策 を 展 開  

す る 必 要 が あ る と 考 え 、 解 決 す べ き 課 題 を 以 下 の よ う に 整 理 し ま し た 。  

 

【 県 営 水 道 が 解 決 す べ き 課 題 】  

（ １ ） 老 朽 化 対 策  

 ▶ 水 道 施 設 の 長 寿 命 化  

 ▶ 施 設 更 新 ・ 整 備 の 適 切 な 実 施  

 ▶ 施 設 更 新 ・ 整 備 に お け る 環 境 対 策 の 推 進  

 

（ ２ ） 危 機 管 理 対 策  

 ▶ 水 道 施 設 の 耐 震 化 の 推 進  

 ▶ 震 災 等 非 常 時 対 応 の 充 実  

 ▶ 停 電 ・ 浸 水 対 策 の 推 進  

 ▶ 震 災 等 非 常 時 に 対 す る バ ッ ク ア ッ プ 体 制 の 充 実  

 ▶ 原 水 (注1)の 水 質 リ ス ク 等 へ の 対 応  

  

（ ３ ） 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給 と 健 全 経 営 の 確 保  

 ▶ 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給  

 ▶ 健 全 経 営 の 確 保  

 ▶ 更 新 ・ 整 備 事 業 を 確 実 に 実 施 す る た め の 体 制 確 保   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 ６  更 新 対 象 の 主 な 施 設  

 
 
(注 1)原 水 ： 「 P21 用 語 解 説 」 参 照  

柏井浄水場 栗 山 浄 水 場  柏 井 浄 水 場  
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第３章 長期施設整備方針策定に係る基本条件        

 

１  対 象 施 設  

 長 期 施 設 整 備 方 針 に お い て は 、 県 営 水 道 が 現 在 所 有 す る 全 て の 水 道 施 設

(本 方 針 で は 庁 舎 に 係 る も の を 除 く )を 検 討 対 象 と し 、 概 要 は 表 ２ の と お り

で す 。  

表 ２  検 討 対 象 施 設  

① 検 討 対 象 と す る 浄 ・ 給 水 場 等  

対象施設 施設数 主要施設名 

取水場 4 印旛、木下、高滝、矢切 

浄水場 6 栗山、柏井（西側施設）、柏井（東側施設）、  

北総、福増、ちば野菊の里 

給水場 9 園生、船橋、誉田、成田、北船橋、沼南、松戸、 

幕張、妙典 

分場 5 千葉、市原、大宮、姉崎、北習志野 

高架水槽・配水塔 12 船橋、坂月、東寺山、辰巳 等 

調圧水槽(注 1) 12 柏井系、北総系 等 

 

 ② 検 討 対 象 と す る 管 路  

対象施設 路線数 延長 主要施設名 

＜導水管(注 2)＞ 6 72km 木下～柏井、印旛～柏井、木下～北総 等 

＜大口径送配水管(注 3)φ500mm 以上＞ 601km 

高級鋳鉄管(注 4)使用 26 108km 一拡栗山～船高線、一拡園生～登戸線 等 

上記以外 － 493km － 

＜小中口径配水管φ450mm 以下＞ 

ダクタイル鋳鉄管(注 5)等 － 8,506km － 

管路 合計 9,179km 令和元年度末現在 

 

 

 

 

 

(注 1)調圧水槽、(注 2)導水管、(注 5)ダクタイル鋳鉄管：「P23 用語解説」参照、 

(注 3)送配水管、(注 4)高級鋳鉄管：「P22 用語解説」参照 



8 
 

２  目 標 使 用 年 数  

①  目 標 使 用 年 数 の 設 定  

地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則 で は 、 施 設 毎 に 減 価 償 却 費 を 算 定 す る た め 法 定

耐 用 年 数 (注 1)が 定 め ら れ て い ま す 。  

し か し 、 水 道 施 設 に は 、 法 定 耐 用 年 数 を 超 え て も 十 分 に 使 用 で き る も の

が あ る た め 、 県 営 水 道 独 自 に 施 設 毎 の 目 標 使 用 年 数 ※ を 定 め 、 計 画 的 な  

更 新 を 実 施 し て い く こ と と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※  老 朽 度 調 査 等 を 踏 ま え 目 標 使 用 年 数 の 検 討 を 適 宜 行 い ま す 。  

 

②  目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 優 先 的 に 更 新 す る 管 路  

東 日 本 大 震 災 時 に 液 状 化 が 発 生 し た 湾 岸 埋 立 地 域 に つ い て は 、 管 路 被 害

が 甚 大 で あ っ た た め 、 目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 、 優 先 的 に 管 路 の 更 新 ・  

耐 震 化 を 実 施 し て い き ま す （ 図 7 参 照 ） 。  

併 せ て 、 最 重 要 給 水 施 設 の 災 害 拠 点 病 院 及 び 災 害 医 療 協 力 病 院 、 防 災  

拠 点 へ の 管 路 の 耐 震 化 を 、 目 標 使 用 年 数 に 捉 わ れ ず 、 優 先 的 に 実 施 し て  

い き ま す 。  

 

  

図 ７  東 日 本 大 震 災 の 液 状 化 で 漏 水 し た 管 路  

 

(注１)法定耐用年数：「P24 用語解説」参照 

【 目 標 使 用 年 数 の 設 定 】  

■ 浄 ・ 給 水 場 等  

・ ６ ０ 年 ～ ８ ０ 年   土 木 ・ 建 築 ・ 鋼 構 造 物 等  

（ 対 象 施 設 に よ り 異 な り ま す 。 ）  
 

・ １ ５ 年 ～ ３ ０ 年   電 気 ・ 機 械 ・ 計 装 設 備  

（ 対 象 設 備 に よ り 異 な り ま す 。 ）  

■ 管 路 施 設          

・ ６ ０ 年 ～ ８ ０ 年   管 路 施 設  

（ 材 質 、 口 径 な ど に よ り 異 な り ま す 。 ）  
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３  必 要 施 設 能 力  

 水道 事 業者 の最 大 の責 務 は、 災害 、 渇 水並 び に水 質事 故 等 の様 々 なリ スク

に 備 え 、 24 時 間 365 日 、 安 全 な 水 を お 客 様 に 安 定 的 に 届 け る こ と で す 。  

そ の た め 、 水 道 施 設 の 修 繕 や 更 新 時 に お け る 施 設 能 力 の 低 下 、 様 々 な  

リス ク 発 生時 に も対 応で き る よう 、 施設 能力 を 確 保す る 必要 があ る こ とか ら 、

現 在 の 施 設 能 力 に 受 水 量 の 計 画 増 加 分 を 加 え た 1,276,800m3/日 を 当 面 の  

施 設 能 力 と し ま す 。  

な お 、 将 来 需 要 に 対 応 し た 必 要 施 設 能 力 の 検 討 を 適 宜 行 う な ど 、 適 正  

規 模 に つ い て 十 分 配 慮 し な が ら 、 安 定 給 水 に 必 要 な 施 設 能 力 を 確 保 し つ つ 、

施 設 更 新 ・ 整 備 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

※  令 和 ２ 年 度 末 の 施 設 能 力 1,266,000m3/日 と 受 水 増 加 分 10,800m3/日 の 計  

 

４  予 備 水 源 （ 井 戸 ）  

県 営 水 道 で は 、 非 常 時 に 活 用 す る た め の 予 備 水 源 と し て 、 29 本 の 井 戸 を

有 し 、 そ の 施 設 能 力 は 合 計 で 40,500m3 ／ 日 と な っ て い ま す 。 し か し 、  

一 部 の 井 戸 で は 、 水 質 の 変 化 や 耐 震 性 の 向 上 な ど の 問 題 を 抱 え て お り 、  

そ の 維 持 管 理 ・ 運 用 に 苦 慮 し て い る 状 況 で す 。  

引 き 続 き 、 予 備 水 源 （ 井 戸 ） の 維 持 管 理 を し て い く こ と を 基 本 と し つ つ 、

将 来 の 整 備 方 針 や 活 用 方 法 に つ い て 検 討 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 必 要 施 設 能 力 の 基 本 的 な 考 え 方 】  

１  将 来 需 要 に 対 応 し た 適 切 な 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

２  施 設 更 新 中 に お い て も 、 確 実 に 給 水 で き る 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

３  様 々 な リ ス ク に も 対 応 で き る 施 設 能 力 を 確 保 し ま す 。  

必 要 施 設 能 力  １ ， ２ ７ ６ ， ８ ０ ０ m3／ 日 ※  

【 予 備 水 源 （ 井 戸 ） の 基 本 的 な 考 え 方 】  
 

１  現 状 の 井 戸 29 本 、 施 設 能 力 40,500  m3 ／ 日 の 予 備 水 源 は 、 当 面 維 持   

す る こ と と し 、 水 質 モ ニ タ リ ン グ や 施 設 の 維 持 管 理 を 継 続 し ま す 。  

２  水 質 が 良 好 な 井 戸 に つ い て は 、 施 設 の 重 要 度 ・ 老 朽 度 等 を 勘 案 し 、 優 先

順 位 を 付 け て 建 屋 や 導 水 管 路 の 耐 震 化 等 の 整 備 を 検 討 し ま す 。  

３  予 備 水 源 (井 戸 )の 整 備 方 針 や 活 用 方 法 に つ い て 検 討 し て い き ま す 。  
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第４章 具体的な実現方策                 

 

１  老 朽 化 対 策  

（ １ ） 浄 ・ 給 水 場 等  

① 施 設 の 長 寿 命 化 対 策  

▶  浄 ・ 給 水 場 等 の 施 設 に つ い て 、 適 切 か つ 積 極 的 な 保 守 ・ 点 検 及 び  

修繕等の維持管理を 実施することで、施 設の健全性を保持し 、長寿命化

を 図 り ま す （ 図 8 参 照 ） 。  

▶  保 守 ・ 点 検 及 び 修 繕 等 、 維 持 管 理 の 履 歴 を 電 子 情 報 化 す る 等 、 適 切

に 整 理 ・ 蓄 積 し 、 更 新 時 期 等 の 判 断 に 活 用 し ま す （ 図 9， 10 参 照 ） 。  

▶  浄 ・ 給 水 場 の 場 内 配 管 や 池 状 構 造 物 に つ い て は 、 電 気 防 食 対 策 や  

防水塗装などの実施により、施設の長寿命化を図ります（図 11 参照）。  

▶  電 気 ・ 計 装 ・ 機 械 設 備 の 補 修 部 品 等 に つ い て は 、 導 入 後 長 期 間 が  

経 過 す る と 入 手 困 難 と な る 事 態 も 想 定 さ れ る こ と か ら 、 可 能 な も の に

つ い て は 事 前 確 保 に 努 め ま す 。  

  

  図 ８  監 視 設 備 （ 更 新 前 ）    図 ９  職 員 に よ る 設 備 点 検  

 

  

図 １ ０  維 持 管 理 情 報 の 電 子 化       図 １ １  配 水 池 の 防 水 塗 装  
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② 計 画 的 な 更 新 ・ 整 備 の 実 施  

▶  将 来 の 需 要 、 施 設 更 新 時 の 能 力 低 下 及 び 突 発 的 な 事 故 発 生 時 へ の  

対 応 を 考 慮 し て 浄 ・ 給 水 場 等 の 必 要 施 設 能 力 を 決 定 し 、 こ れ を 踏 ま え

施 設 規 模 の 適 正 化 や 統 廃 合 等 の 再 構 築 を 検 討 し ま す 。  

▶  維 持 管 理 の 履 歴 や 老 朽 度 の 診 断 結 果 及 び 送 配 水 系 統 に お け る 重 要 度

等 を 勘 案 し 、 施 設 更 新 の 優 先 度 を 決 定 し ま す 。  

▶  維 持 管 理 と 更 新 費 用 と の コ ス ト 比 較 や 、 目 標 使 用 年 数 を 踏 ま え た 、

適 切 な ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と な る 時 期 に 施 設 更 新 を 実 施 し ま す 。  

▶  浄 ・ 給 水 場 等 の 更 新 に あ た り 、 用 地 確 保 や 、 近 接 し た 関 係 施 設 が  

支障となるなど、既 存場所での更新が困 難な場合は、移転や 代替となる

施 設 の 整 備 を 予 め 行 い 、 安 定 給 水 に 必 要 な 施 設 能 力 の 確 保 や 、    

バ ッ ク ア ッ プ 体 制 を 整 え て か ら 更 新 す る な ど 適 切 に 対 応 し ま す 。  

▶  既 存 施 設 に つ い て 、 稼 働 後 の 原 水 水 質 変 動 等 、 状 況 変 化 に 対 応 す る

た め の 対 策 を 講 じ ま す 。  

▶  高 架 水 槽 に つ い て は 、 停 電 な ど に よ る ポ ン プ 急 停 止 時 に 生 じ る 配 水

管 内 の 急 激 な 圧 力 変 動 を 吸 収 ・ 軽 減 し 、 赤 濁 水 の 発 生 を 回 避 で き る 等

の 利 点 が あ る こ と か ら 、 適 切 に 更 新 し ま す 。  

▶  浄 水 処 理 や 施 設 建 設 等 に 係 る 新 技 術 を 注 視 し 、 機 能 向 上 や コ ス ト  

縮 減 が 図 れ る も の に つ い て は 、 積 極 的 に 採 用 し ま す 。  

 

③ 環 境 対 策 の 推 進  

▶  施 設 の 更 新 に 合 わ せ て 、 省 エ ネ ル ギ ー 機 器 や 、 給 水 場 の 余 剰 水 圧 を

利 用 す る マ イ ク ロ 水 力 発 電 (注 1)設 備 や 太 陽 光 発 電 パ ネ ル 等 、 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー を 導 入 す る な ど の 環 境 対 策 を 推 進 し ま す （ 図 12， 13 参 照 ） 。  

▶ 最 適 な コ ス ト 及 び エ ネ ル ギ ー に よ る 効 率 的 運 用 を 推 進 し ま す 。  

   

図１２                 図１３ 
マイクロ水力発電（北船橋給水場）  太陽光発電パネル（ちば野菊の里浄水場） 

(注 1)マ イ ク ロ 水 力 発 電 ： 「 P24 用 語 解 説 」 参 照  
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（ ２ ） 管 路 施 設  

① 施 設 の 長 寿 命 化 対 策  

▶  管 路 施 設 の 保 守 ・ 点 検 や 修 繕 等 の 履 歴 を 、 予 防 保 全 型 維 持 管 理 に  

活 用 す る こ と で 、 管 路 の 長 寿 命 化 を 図 り ま す 。  

▶  管 種 ・ 口 径 ・ 布 設 年 度 等 の 管 路 情 報 を 電 子 デ ー タ 化 し て 地 図 情 報 と

一 元 管 理 し 、 効 率 的 な 保 守 ・ 点 検 や 維 持 管 理 に 活 用 し ま す 。  

▶  大 口 径 の 送 ・ 配 水 管 路 や 水 管 橋 等 の 重 要 度 の 高 い 管 路 、 弁 類 、 排 水

施 設 及 び 分 岐 箇 所 等 に つ い て は 、 通 常 の 管 路 パ ト ロ ー ル に 加 え 、 定 期

的 な 保 守 ・ 点 検 及 び 修 繕 並 び に 部 分 的 な 更 新 を 行 い 、 管 路 の 長 寿 命 化

を 図 り ま す （ 図 14 参 照 ） 。  

▶  水 管 橋 や 構 造 物 と の 取 り 合 い 部 な ど に 設 置 さ れ て い る 可 と う 管 の  

状 況 を 把 握 し 、 必 要 に 応 じ 耐 震 補 強 対 策 等 を 実 施 し ま す 。  

▶  水 管 橋 や 鋼 管 部 は 、 定 期 的 な 防 食 塗 装 や 電 気 防 食 対 策 を 実 施 し ま す

（ 図 15， 16 参 照 ） 。  

▶ 大 口 径 送 配 水 管 路 の 漏 水 に 備 え 修 繕 用 資 材 を 確 保 し ま す 。  

▶  赤 濁 水 の 発 生 が 懸 念 さ れ る 配 水 管 路 は 計 画 的 に 管 内 洗 浄 を 行 い ま す

（ 図 17 参 照 ） 。  

  

 図 １ ４  管 路 パ ト ロ ー ル の 様 子    図 １ ５  水 管 橋 塗 装 （ 船 戸 ）  

  

図 １ ６  電 気 防 食 設 置 状 況     図 １ ７  管 内 洗 浄 の 様 子  
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② 計 画 的 な 更 新 ・ 整 備 の 実 施  

▶  漏 水 事 故 発 生 時 の 被 害 が 大 き く 、 復 旧 に も 時 間 を 要 す る こ と が 想 定

さ れ る 導 水 管 や 大 口 径 送 配 水 管 路 に つ い て は 、 老 朽 度 や 重 要 度 、   

バ ッ ク ア ッ プ 管 路 の 有 無 等 を 踏 ま え 適 切 に 更 新 し ま す 。  

▶  大 口 径 送 配 水 管 路 の 一 部 に 使 用 さ れ て い る 「 高 級 鋳 鉄 管 」 は 、  

「ダクタイル鋳鉄管 」に比べて管体強度 、耐震性が低いこと から優先的

に 更 新 し ま す 。  

▶  小 中 口 径 の 配 水 管 路 に つ い て は 、 老 朽 度 や 重 要 度 等 を 勘 案 し た 更 新

優 先 順 位 を 決 定 し 、 継 続 的 な 更 新 に 努 め ま す 。  

▶  将 来 の 需 要 や 浄 ・ 給 水 場 の 施 設 能 力 を 勘 案 す る な ど 管 網 の 再 構 築 を

視 野 に 入 れ て 、 適 正 な 管 路 口 径 に 更 新 し ま す 。  

▶  既 存 管 路 の 内 部 に 新 設 管 を 挿 入 す る パ イ プ ・ イ ン ・ パ イ プ 工 法 等 (注 1)

の 採 用 に よ る コ ス ト 縮 減 な ど に 努 め ま す 。  

 

③ 環 境 対 策 の 推 進  

▶  管 路 の 更 新 に あ た っ て は 、 浅 層 埋 設 ( 注 2 ) の 推 進 な ど 、 環 境 負 荷 の  

少 な い 工 法 を 採 用 し ま す 。  

▶  他 企 業 工 事 と 工 程 を 調 整 す る こ と で 、 舗 装 の 撤 去 ・ 復 旧 工 事 の 低 減

及 び 工 事 に 伴 う 近 隣 住 民 へ の 環 境 影 響 を 抑 制 し ま す 。  

▶  工事施工に伴う建設発生土等について は、改良土等として の再資源化

を 推 進 し ま す 。  

▶  新 た な 環 境 対 策 技 術 の 開 発 状 況 や 国 等 の 採 用 動 向 に 注 視 し 、 新 技 術

の 採 用 に 努 め ま す 。  

  

２  危 機 管 理 対 策  

（ １ ） 施 設 耐 震 化 の 推 進  

▶  水 道 施 設 の 耐 震 化 は 、 水 道 施 設 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 省 令 第 1 条  

第 7 項 に よ る も の の ほ か 以 下 の 点 に 留 意 す る も の と し ま す 。  

▶  新 設 整 備 や 大 規 模 更 新 す る 際 の 水 道 施 設 の 耐 震 水 準 は 、 レ ベ ル 2 

地 震 動 に 対 応 し ま す 。  

 

 (注 1)パイプ・イン・パイプ工法：「P24 用語解説」参照、(注 2)浅層埋設：

「 P22 用 語 解 説 」 参 照  
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▶  既 存 の 水 道 施 設 の 耐 震 補 強 は 、 重 要 施 設 （ 職 員 が 執 務 す る 管 理 本 館 、

場 外 の 調 圧 水 槽 、 高 架 水 槽 ） に つ い て 、 レ ベ ル 2 地 震 動 に 対 応 し ま す 。  

▶  そ れ 以 外 の 水 道 施 設 の 耐 震 補 強 は 、 施 設 総 体 の 更 新 計 画 年 度 や 場 内

施 設 配 置 の 状 況 、 老 朽 度 、 重 要 度 等 を 総 合 的 に 勘 案 し 、 必 要 に 応 じ て

レ ベ ル 2 地 震 動 に 対 応 し ま す 。  

▶ 管 路 更 新 は 、 耐 震 管 を 採 用 し ま す （ 図 18 参 照 ） 。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

         図 １ ８  管 路 の 耐 震 化 （ Ｇ Ｘ 形 ）  

(注 1)レ ベ ル １ 地 震 動 、 (注 2)レ ベ ル 2 地 震 動 ： 「 P24 用 語 解 説 」 参 照  

耐震継ぎ手のしくみ
水道管の継ぎ手部分に伸縮性

があり、地震で地盤にひずみが

生じても、水道管が抜けたり破損

したりしないようになっています。

 
（ 参 考 ） 水 道 施 設 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 省 令 （ 平 成 12 年 2 月 23 日 厚 生 省

令 第 15 号 〔 最 終 改 正 ： 令 和 2 年 3 月 25 日 厚 生 労 働 省 令 第 38 号 〕 ）  

第 １ 条  

（ １ ～ ６  略 ）  

７  施 設 の 重 要 度 に 応 じ て 、 地 震 力 に 対 し て 次 に 掲 げ る 要 件 を 備 え る も の で あ

る と と も に 、 地 震 に よ り 生 ず る 液 状 化 、 側 方 流 動 等 に よ っ て 生 ず る 影 響 に 配

慮 さ れ た も の で あ る こ と 。  

イ  次 に 掲 げ る 施 設 に つ い て は 、 レ ベ ル １ 地 震 動 (注 1)（ 当 該 施 設 の 設 置 地 点 に お

い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 当 該 施 設 の 供 用 期 間 中 に 発 生

す る 可 能 性 の 高 い も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 し て 、 当 該 施 設 の 健 全 な 機

能 を 損 な わ ず 、 か つ 、 レ ベ ル ２ 地 震 動 (注 2)（ 当 該 施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生

す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 最 大 規 模 の 強 さ を 有 す る も の を い

う 。 ） に 対 し て 、 生 ず る 損 傷 が 軽 微 で あ っ て 、 当 該 施 設 の 機 能 に 重 大 な 影 響

を 及 ぼ さ な い こ と 。  

（ １ ）  取 水 施 設 、 貯 水 施 設 、 導 水 施 設 、 浄 水 施 設 及 び 送 水 施 設  

（ ２ ）  配 水 施 設 の う ち 、 破 損 し た 場 合 に 重 大 な 二 次 被 害 を 生 ず る お そ れ が 高

い も の  

（ ３ ）  配 水 施 設 の う ち 、 （ ２ ） の 施 設 以 外 の 施 設 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る も の  

 （ i）  配 水 本 管 （ 配 水 管 の う ち 、 給 水 管 の 分 岐 の な い も の を い う 。 以 下 同

じ 。 ）  

 （ i i）  配 水 本 管 に 接 続 す る ポ ン プ 場  

 （ i i i）  配 水 本 管 に 接 続 す る 配 水 池 等 （ 配 水 池 及 び 配 水 の た め に 容 量 を 調 節

す る 設 備 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）  

 （ iv）  配 水 本 管 を 有 し な い 水 道 に お け る 最 大 容 量 を 有 す る 配 水 池 等  

ロ  イ に 掲 げ る 施 設 以 外 の 施 設 は 、 レ ベ ル １ 地 震 動 に 対 し て 、 生 ず る 損 傷 が 軽

微 で あ っ て 、 当 該 施 設 の 機 能 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ さ な い こ と 。  
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（ ２ ） 震 災 等 非 常 時 対 応 の 充 実  

▶  震 災 時 に も 給 水 を 確 保 す る た め 、 最 重 要 給 水 施 設 の 災 害 拠 点 病 院  

及 び 災 害 医 療 協 力 病 院 、 防 災 拠 点 へ の 管 路 の 耐 震 化 を 優 先 的 に 実 施  

し て い き ま す 。  

▶ 震 災 等 非 常 時 に 、 よ り 広 域 的 な 対 応 が 可 能 と な る よ う 近 隣 他 事 業 体

と の 水 融 通 体 制 を 確 保 し ま す 。  

▶  震 災 等 非 常 時 の 応 急 復 旧 が 円 滑 に 行 え る よ う 、 備 蓄 倉 庫 に 復 旧 用  

資 材 や 漏 水 修 繕 用 資 材 を 分 散 備 蓄 す る な ど 、 危 機 管 理 体 制 の 充 実 に  

努 め ま す （ 図 19 参 照 ） 。  

▶  大 規 模 な 広 域 災 害 が 発 生 し た 時 に は 、 県 営 水 道 単 独 で の 対 応 に は  

限 界 が あ る こ と か ら 、 （ 公 社 ） 日 本 水 道 協 会 や 県 内 外 の 水 道 事 業 体 、

給水区域内 11 市及び千葉県水道管工事協同組合等との協力体制を活用

す る と と も に 、 連 携 し て 応 急 復 旧 作 業 に 対 応 し ま す （ 図 20 参 照 ） 。  

▶  震 災 等 非 常 時 の 応 急 給 水 に 支 障 が な い よ う 、 配 水 池 の 貯 留 量 を 十 分

確 保 し た 運 転 に 努 め る と と も に 予 備 水 源 で あ る 地 下 水 を い つ で も 活 用

で き る よ う 、 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め ま す 。  

  

図 １ ９  資 材 備 蓄 状 況      図 ２ ０  震 災 対 策 訓 練 の 様 子  

 

（ ３ ） 停 電 ・ 浸 水 対 策 の 推 進  

▶  近年、県内を始め全国各地で地震や台 風の自然災害が頻発 して、停電

に 伴 う 断 水 被 害 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 浄 ・ 給 水 場 等 に お い て は 、

停 電 時 に も 3 日 間 （ 72 時 間 ） の 給 水 が 継 続 で き る よ う 、 非 常 用 自 家

発 電 設 備 の 増 強 や 燃 料 タ ン ク の 増 設 な ど 、 必 要 な 施 設 整 備 を 行 い ま す 。  

▶  近 年 、 県 内 を 始 め 全 国 各 地 で 台 風 や 大 雨 ・ 豪 雨 に よ っ て 、 水 道 施 設

の 浸 水 被 害 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 浄 ・ 給 水 場 等 に 防 水 扉 を 整 備  

す る な ど 、 安 定 給 水 に 支 障 を き た さ な い よ う に 必 要 な 対 策 を 行 い ま す 。  
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（ ４ ） 震 災 等 非 常 時 に 対 す る バ ッ ク ア ッ プ 体 制 の 構 築  

▶  震 災 等 非 常 時 に 浄 ・ 給 水 場 が 運 転 停 止 し た 場 合 で も 、 他 の 浄 ・ 給 水

場 か ら の バ ッ ク ア ッ プ に よ り 、 給 水 を 継 続 で き る よ う な 体 制 の 構 築 を

推 進 し ま す 。  

▶  大 口 径 管 路 等 を 別 ル ー ト で 更 新 し た 場 合 、 既 設 管 を バ ッ ク ア ッ プ  

管 路 と し て 活 用 す る 手 法 な ど に つ い て 検 討 し ま す 。  

 

（ ５ ） 原 水 水 質 リ ス ク 等 へ の 対 応  

▶  県 営 水 道 の 取 水 地 点 は 利 根 川 、 江 戸 川 の 下 流 域 に 位 置 す る た め 、  

上 流 域 の 排 水 に 起 因 す る 、 臭 気 物 質 や 浄 水 処 理 に 悪 影 響 の あ る 未 規 制

排 出 物 質 等 へ の 対 応 が 必 要 と さ れ て い る こ と か ら 、 高 度 浄 水 処 理 (注 1)が

未 導 入 の 浄 水 場 へ の 導 入 を 推 進 す る （ 図 21 参 照 ） と と も に 、 水 質 管

理 体 制 や 計 測 機 器 の 充 実 を 図 っ て い き ま す 。  

▶  取 水 場 の 更 新 に あ た っ て は 、 必 要 に 応 じ 、 良 好 な 水 質 の 原 水 確 保 の

た め の 取 水 地 点 の 変 更 や 水 害 時 に お け る 浸 水 対 策 の 可 能 性 も 含 め て  

検 討 し ま す 。  

▶  テ ロ 等 違 法 行 為 に よ る 異 物 混 入 な ど の リ ス ク に 備 え る た め 、 浄 水  

施 設 の 覆 蓋 (注2)化 を 推 進 し ま す 。  

 

３  安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給 と 健 全 経 営 の 確 保  

（ １ ） 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給  

▶  浄 水 処 理 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 物 質 や 原 水 中 の 臭 気 物 質 等 に 有 効 で あ る

高 度 浄 水 処 理 の 全 浄 水 場 へ の 導 入 を 推 進 し ま す （ 図 21 参 照 ） 。  

 

       図 ２ １   

高 度 浄 水 処 理 に 用 い る オ ゾ ン 発 生 器  

（ ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 ）  

(注 1)高度浄水処理：「P22 用語解説」参照、(注 2)覆蓋：「P24 用語解説」参照 

オ ゾ ン 発 生 器 （ 放 電 部 分 ）  
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（ ２ ） 健 全 経 営 の 確 保  

▶  今 後 、 大 幅 な 給 水 収 益 の 増 加 が 望 め な い 中 で 、 老 朽 化 し た 水 道 施 設

の 更 新 費 用 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 県 営 水 道 の 経 営 環 境 は 厳 し

く な っ て い く こ と が 予 想 さ れ ま す 。 こ の た め 、 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 る

と と も に 、 更 新 工 事 を 平 準 化 す る こ と で 、 急 激 な 収 益 悪 化 を 招 く こ と

の な い よ う 留 意 し 、 各 事 業 に つ い て は 長 期 施 設 整 備 方 針 を も と に 中 期

経 営 計 画 の 中 で 位 置 付 け 、 健 全 経 営 の 確 保 に 努 め て い き ま す 。  

▶ 事 業 の 進 捗 状 況 や 経 営 状 況 、 需 要 の 動 向 等 を 勘 案 し な が ら 、 ５ 年 毎

に 策 定 す る 中 期 経 営 計 画 に 併 せ 、 長 期 施 設 整 備 方 針 の 見 直 し を 行 う  

こ と を 基 本 と し ま す 。 ま た 、 そ の 際 、 企 業 債 や 内 部 留 保 資 金 の 状 況 を

十 分 踏 ま え つ つ 、 中 期 的 な 財 政 推 計 を 行 い 、 水 道 料 金 見 直 し の 必 要 性

や 時 期 等 に つ い て も 慎 重 に 検 討 し て い き ま す 。  

  

（ ３ ） 更 新 ・ 整 備 事 業 を 確 実 に 実 施 す る た め の 体 制 確 保  

▶  今 後 増 加 す る 更 新 事 業 に 対 応 す る た め 、 技 術 系 職 員 の 確 保 並 び に  

技 術 研 修 や OJT (注1)に よ る 熟 練 職 員 か ら の 技 術 継 承 な ど 、 更 な る 技 術 力

の 向 上 に 努 め て い き ま す 。  

▶  発 注 方 法 等 に 関 し 、 適 切 か つ 合 理 的 な 計 画 、 設 計 及 び 施 工 管 理 方 法

並 び に 管 理 運 営 方 法 の 導 入 を 検 討 す る な ど 、 増 加 す る 更 新 事 業 量 に  

対 応 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

(注 1)OJT： 「 P21 用 語 解 説 」 参 照   
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3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

管路施設

計

618

令和

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

事
業
費

約1,000億円 約500億円 1,154 1,243 1,158

2,110

約2,700億円 約2,500億円 2,535 3,261 3,292 3,268

約1,700億円 約2,000億円 1,916 2,107 2,049

維持・修繕 約500億円 約500億円

合計 約3,200億円 約3,000億円

印旛（取）～柏井（浄）

小中口径管の更新

大口径送配水管の更新
（高級鋳鉄管使用路線、ダクタイル鋳鉄管使用路線）

浄給水場

５年毎に策定する中期経営計画に併せて推計していきます。

園生(給)

市原(分)、大宮(分)、姉崎(分)、北習志野(分)、千葉(分)

木下(取)～柏井（浄） 木下（取）～北総（浄）

一拡栗山～船高線、一拡園生～登戸線、等

導水管の更新

給水場・分場の更新

印旛(取) 木下(取)

柏井(浄)(西側) 北総(浄)

浄水場・取水場の更新
ちば野菊(浄)整備 栗山(浄)給水場化

船橋(給)、誉田(給)、成田(給)、北船橋(給)

第５章 施設の更新・整備スケジュール及び事業費             

 

１  施 設 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 事 業 費  

各 施 設 の 今 後 30 年 間 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル を 図 22 に 示 し ま す 。  

浄 ・ 給 水 場 等 に つ い て は 、 令 和 5 年 度 頃 ま で に 、 老 朽 化 し た 栗 山 浄 水 場 の

浄 水 機 能 を ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場 に 機 能 移 転 す る と と も に 、 栗 山 浄 水 場 は 、  

給 水 場 と し て 更 新 し て い き ま す 。 栗 山 浄 水 場 の 給 水 場 化 で は 、 県 営 水 道 の  

今 後 の 施 設 更 新 を 見 据 え 、 更 新 に 合 わ せ て 機 場 間 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 を 確 保

す る な ど 基 盤 の 強 化 を 図 っ て い き ま す 。  

管 路 施 設 に つ い て も 、 対 象 期 間 中 に お い て 継 続 的 に 更 新 が 必 要 と な り ま す 。  

特 に 「 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 」 に 比 べ て 管 体 強 度 、 耐 震 性 が 低 い 「 高 級 鋳 鉄 管 」

に つ い て は 、 優 先 的 に 更 新 し て い き ま す 。 ま た 、 県 営 水 道 の 基 幹 浄 水 場   

で あ る 柏 井 浄 水 場 へ 利 根 川 か ら 取 水 し た 水 を 送 る 木 下 ～ 柏 井 導 水 管 に つ い て は 、

今 後 、 整 備 に 着 手 す る 予 定 で す 。  

な お 、 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 今 後 の 需 要 や 県 営 水 道 を 取 り

巻 く 経 営 環 境 の 変 化 及 び 事 業 の 進 捗 状 況 等 を 総 合 的 に 勘 案 し 、 今 後 も 概 ね  

５ 年 ご と に 適 宜 見 直 し を 行 っ て い き ま す 。  

令 和 3 年 度 か ら 当 面 10 年 間 の 事 業 費 に つ い て は 、 約 6,200 億 円 ※ と 試 算  

し て い ま す 。  

※ 水 道 施 設 の 更 新 ・ 整 備 事 業 等 に 加 え 、 維 持 ・ 修 繕 費 用 も 含 み ま す 。  

 凡 例 ： (取 )取 水 場 、 (浄 )浄 水 場 、 (給 )給 水 場 、 (分 )分 場  

図 ２ ２  施 設 の 更 新 ・ 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 事 業 費  
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 ～次世代につなぐ 安全・安心な水道を目指して～ 

安 

定 

給 
水 

老 

朽 

化 

対 

策 
危 

機 

管 

理 

対 

策 

実績 0％ (0％) 

目標 100％ 

実績 1％ (0％) 

目標 100％ 

実績 70ｋｍ (65km) 

目標 100km 以上※6 

実績 26％ (26％) 

目標 100％ 

実績 45％ (45％) 

目標 100％ 

実績 48％ (30％) 

目標 100％ 

実績 26％ 

目標 100％ 

実績 1.0 以下(1.6 以下) 

目標 1.0 以下 

実績 42％ (24％) 

目標 100％ 

実績 0％ 

目標 100％ 

実績 0 件 

目標 0 件 

実績 46％ (46％) 

目標 100％ 

導水管路の更新 
対象施設：導水管 3 路線 

 令和 26 年度達成  
 

大口径送配水管路の更新 
（高級鋳鉄管の解消） 

 令和 21 年度達成  
 

小中口径配水管路の更新 
（年間更新延長） 

 令和 27 年度達成  
 

浄水場施設の耐震化率※1 
（レベル２地震動対応※2） 

 令和 27 年度達成  
 

配水池の耐震化率※1 
（レベル２地震動対応※2） 

 令和 27 年度達成  
 

管路の耐震化率 
（湾岸埋立地域） 

 令和 22 年度達成  
 

管路の事故割合※3 

 通年達成  

浄水場施設の覆蓋設置率 

 令和 10 年度達成  

小中口径管路の耐震化率 
（重要給水施設管路） 

 令和 22 年度達成  
 

自家発電設備の整備率※4 
（3日間（72 時間）対応） 

 令和 6 年度達成  

浸水被害による断水件数※5 

 通年達成  

高度浄水処理導入率 

 令和 26 年度達成  

第６章 長期施設整備方針の達成目標            

 

１  達 成 目 標  

長 期 施 設 整 備 方 針 に お け る 具 体 的 対 策 に つ い て 、 以 下 の よ う な 達 成 目 標 を

設 定 し ま す 。  

な お 、 社 会 情 勢 の 変 化 や 事 業 の 進 捗 状 況 等 に よ り 必 要 に 応 じ て 達 成 目 標 を

見 直 す こ と も 検 討 し ま す 。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶※ １  目 標 使 用 年 数 に 達 し な い 浄 ・ 給 水 場 等 を 除 く  

[福 増 (浄 )、 幕 張 ・ 妙 典 ・ 松 戸 ・ 沼 南 (給 )、 白 井 高 架 水 槽 ]。  

▶※ ２  全 施 設 の レ ベ ル 1 地 震 動 へ の 対 応 は 、 約 98％ 達 成 (令 和 元 年 度 末 現 在 )。  

▶※ ３  中 期 経 営 計 画 の 成 果 目 標  管 路 の 事 故 割 合 （ 件 ／ 100km）  

▶※ ４  栗 山 (浄 )・ 園 生 (給 )は 給 水 場 の 整 備 に 合 わ せ て 実 施  

▶※ ５  取 水 場 及 び 浄 ・ 給 水 場 施 設 に お け る 浸 水 被 害 に よ る 断 水 件 数 （ 0 件 ）  

▶※ ６  将 来 の 年 間 更 新 延 長 100km 以 上 を 目 標 と す る  

実績： 
令和元年度末 
()内は 
平成 26 年度末 
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第７章 長期施設整備の実施にあたり留意すべき事項              

 

1 長 期 施 設 整 備 の 実 施 に あ た り 留 意 す べ き 事 項  

こ れ ま で 大 量 に 整 備 し た 浄 ・ 給 水 場 及 び 管 路 等 の 水 道 施 設 を 、 今 後 、 よ り

信 頼 性 の 高 い 水 道 シ ス テ ム と し て 再 構 築 し て い く た め に は 、 限 ら れ た 財 源 の

中 で 、 計 画 的 に 事 業 を 推 進 す る こ と が 重 要 で す 。  

ま た 、 お 客 様 の ニ ー ズ を 的 確 に と ら え 、 県 営 水 道 を 取 り 巻 く 経 営 環 境 の  

変 化 に 適 切 に 対 応 す る と と も に 、 水 道 施 設 を 適 切 に 維 持 管 理 し 、 目 標 使 用  

年 数 を 踏 ま え な が ら 計 画 的 、 効 率 的 か つ 確 実 に 施 設 更 新 ・ 整 備 を 行 っ て い く

必 要 が あ り ま す 。  

そ こ で 、 長 期 施 設 整 備 の 実 施 に あ た り 、 今 後 、 留 意 す べ き 事 項 を 整 理 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 留 意 す べ き 事 項 －  

■ お 客 様 へ 「 安 全 」 な 水 道 水 を 「 安 定 的 」 に 供 給 す る と い う 水 道 事 業 者

と し て の 責 務 を 常 に 意 識 し ま す 。  

■ お 客 様 の 御 意 見 を 十 分 伺 う と と も に 、 水 道 事 業 は 、 お 客 様 の 「 水 道  

料 金 」 に よ り 賄 わ れ て い る と い う 重 要 性 と 責 任 を 常 に 認 識 し ま す 。  

■ 国 等 の 動 向 な ど 、 常 に 時 代 の 動 き を 的 確 に 把 握 し ま す 。  

■ 長 期 施 設 整 備 方 針 は 、 概 ね 5 年 毎 に 見 直 す な ど 柔 軟 に 対 応 し ま す 。  
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第８章 資料編                        

 

１  用 語 解 説  

(配 列 は 50 音 順 ) 

● ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト (本 文 P１ ) 

持 続 可 能 な 水 道 事 業 を 実 現 す る た め に 、 中 長 期 的 な 視 点 に 立 ち 、 水 道 施 設

の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た っ て 効 率 的 か つ 効 果 的 に 水 道 施 設 を 管 理 運 営 す る

体 系 化 さ れ た 実 践 活 動 を 指 す 。 (「 水 道 事 業 に お け る ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト

（資産管理）に関する手引き」平成 21 年 7 月、厚生労働省健康局水道課引用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● OJT： オ ン ・ ザ ・ ジ ョ ブ ・ ト レ ー ニ ン グ  (本 文 P17) 

職 場 の 上 司 や 先 輩 が 具 体 的 な 仕 事 を 通 じ て 、 部 下 や 後 輩 に 必 要 な 知 識 ・  

技 術 な ど を 実 践 的 か つ 具 体 的 に 指 導 す る 人 材 育 成 の こ と 。  

 

● 給 水 場 (本 文 P4) 

浄 水 場 か ら 送 ら れ て き た 水 を 貯 留 す る と と も に 、 配 水 区 域 内 に 水 を 配 る  

た め の 施 設 。 配 水 池 と ポ ン プ 設 備 な ど を 有 し 、 水 道 使 用 量 の 時 間 的 な 変 化 に

応 じ た 配 水 量 の 調 整 な ど を 行 う 。 県 営 水 道 は 、 9 箇 所 の 給 水 場 を 有 す る 。  

 

● 原 水 (本 文 P6) 

河 川 や 地 下 水 な ど か ら 取 水 し た 水 道 水 の 原 材 料 に な る 水 。 県 営 水 道 で は 、

利 根 川 水 系 や 県 内 河 川 か ら 取 水 し て い る 。   
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● 高 級 鋳 鉄 管 (本 文 P7) 

昭 和 5 年 か ら 昭 和 46 年 頃 ま で 製 造 さ れ た 水 道 管 で 、 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管  

よ り 管 体 強 度 、 耐 震 性 が 低 い 。 県 営 水 道 で は 、 昭 和 40 年 頃 ま で 布 設 し 、  

現 在 で も 一 部 に 使 用 し て い る 。 （ 材 質 の 引 張 強 さ は 250N/mm2 以 上 ）  

 

● 高 度 浄 水 処 理 (本 文 P16) 

通 常 の 浄 水 処 理 で は 十 分 除 去 す る こ と が 難 し い 、 か び 臭 原 因 物 質 な ど の  

処 理 を 目 的 と し て 、 通 常 の 浄 水 処 理 過 程 に 追 加 し て 導 入 す る 浄 水 処 理 方 式 。  

県 営 水 道 で は 、 オ ゾ ン に よ る 強 力 な 酸 化 ・ 分 解 と 活 性 炭 に よ る 吸 着 作 用 を

併 用 し た 処 理 方 式 を 柏 井 浄 水 場 東 側 施 設 、 福 増 浄 水 場 、 ち ば 野 菊 の 里 浄 水 場

に 導 入 し て い る 。  

 

● 新 水 道 ビ ジ ョ ン (本 文 P2) 

水 道 を 取 り 巻 く 環 境 の 大 き な 変 化 に 対 応 す る た め 、 厚 生 労 働 省 が 、 こ れ ま で

の 「 水 道 ビ ジ ョ ン （ 平 成 16 年 策 定 、 平 成 20 年 改 訂 ） 」 を 全 面 的 に 見 直 し 、

50 年 後 、 100 年 後 の 将 来 を 見 据 え 、 水 道 の 理 想 像 を 明 示 す る と と も に 、 取 り

組 み の 目 指 す べ き 方 向 性 や そ の 実 現 方 策 、 関 係 者 の 役 割 分 担 を 提 示 し た も の

（ 平 成 25 年 3 月 に 策 定 ） 。  

 

● 浅 層 埋 設 (本 文 P13) 

道 路 法 施 行 令 に 基 づ き 、 従 来 は 、 水 道 管 の 埋 設 深 さ を 1.2ｍ 以 上 と し て  

い た が 、 管 路 等 に 関 す る 技 術 水 準 の 向 上 な ど か ら 、 平 成 11 年 3 月 の 建 設 省

通 達 に よ り 「 舗 装 の 厚 さ に 0.3ｍ を 加 え た 値 よ り 深 け れ ば よ い 」 こ と と な り 、

埋 設 深 さ の 基 準 が 緩 和 さ れ た 。 県 営 水 道 で は 、 道 路 管 理 者 と 協 議 し て 、 口 径

300mm 以 下 の 水 道 管 を 対 象 に 埋 設 深 さ を 0.7ｍ 以 上 と し 、 従 来 よ り も 浅 く  

埋 設 す る こ と と し た 。  

 

● 送 配 水 管 (本 文 P7) 

浄 水 場 か ら 給 水 場 ま で 水 道 水 を 送 る 送 水 管 と 、 浄 水 場 又 は 給 水 場 か ら お 客 様

の と こ ろ ま で 水 道 水 を 届 け る 配 水 管 の こ と 。  
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● 耐 震 適 合 率 (本 文 P4) 

 管 路 総 延 長 に 対す る 耐 震 適 合性 の あ る 管 路 延 長 の割 合 の こ と 。 県 営 水道 で は 、

厚 生 労 働 省 の 「 管 路 の 耐 震 化 に 関 す る 検 討 報 告 書 」 に 基 づ き 、 耐 震 継 手 を  

有 す る 管 路 と 、 耐 震 継 手 で は な い が 埋 立 地 や 軟 弱 地 盤 な ど を 除 く 良 好 な 地 盤

に 埋 設 さ れ て い る 管 路 を 合 わ せ て 、 耐 震 適 合 性 の あ る 管 路 と し て い る 。  

 

● ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 (本 文 P7) 

 高 級 鋳 鉄 管 よ り 管 体 強 度 が 高 く 、 耐 震 性 に 優 れ て い る 水 道 管 で 、 現 在 、  

県 営 水 道 で 主 に 使 用 し て い る 。 （ 材 質 の 引 張 強 さ は 420N/mm2 以 上 ）  

 

● 千 葉 県 営 水 道 事 業 中 期 経 営 計 画 (本 文 P2) 

県 営 水 道 の 経 営 に 関 す る 基 本 計 画 で 、 平 成 28 年 度 か ら 5 か 年 の 事 業 運 営

の 指 針 で あ る 。 県 営 水 道 で は 、 厚 生 労 働 省 が 水 道 事 業 者 等 に 作 成 を 推 奨 し て

い る 「 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 」 に 位 置 付 け て い る 。  

 

● 千 葉 県 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 (本 文 P2) 

国 の 「 イ ン フ ラ 長 寿 命 化 基 本 計 画 」 （ 平 成 25 年 11 月 策 定 ） に 基 づ き 、

行 動 計 画 と し て 地 方 公 共 団 体 に 策 定 要 請 の あ っ た 「 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」

に 位 置 づ け ら れ る も の で あ り 、 県 有 施 設 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 管 理 に 向 け た

中 長 期 的 な 取 組 の 方 向 性 を 示 す こ と を 目 的 に 平 成 28 年 2 月 に 策 定 さ れ た 。  

 

● 千 葉 県 版 水 道 ビ ジ ョ ン (本 文 P2) 

 県内水 道 の将 来に おけ る理 想像 を掲 げ 、そ れを 実現 する た めの 当面 10 年間

の 取 組 （ 各 事 業 体 に お け る 取 組 と 統 合 ・ 広 域 連 携 に よ る 運 営 基 盤 強 化 の 方 向 性 ）

を 提 示 し た 基 本 計 画 で あ り 、 令 和 元 年 9 月 に 策 定 さ れ た 。  

 

● 調 圧 水 槽 (本 文 P7) 

 取 水 場 や 浄 水 場 な ど か ら 水 道 管 へ 水 を 送 る 圧 力 を 調 整 す る た め の 水 槽 。  

運 転 中 の ポ ン プ が 停 電 等 に よ り 急 停 止 し た と き に 生 じ る 急 激 な 圧 力 変 動  

（ ウ ォ ー タ ハ ン マ ） の 吸 収 ・ 軽 減 を 目 的 と し て 設 置 さ れ る 。  

 

● 導 水 管 (本 文 P7) 

取 水 場 で 取 水 し た 原 水 を 浄 水 場 ま で 送 る た め の 管 路 。  
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● パ イ プ ・ イ ン ・ パ イ プ 工 法 (本 文 P13) 

老 朽 化 し た 既 設 管 路 の 中 に 新 し い 水 道 管 を 布 設 す る 、 非 開 削 に よ る 更 新 工 法 。  

 

● 覆 蓋 (本 文 P16) 

浄 水 場 の ろ 過 池 や 沈 で ん 池 等 に 設 置 す る 覆 い の こ と 。 浄 水 処 理 過 程 に お け る

藻 類 の 増 殖 抑 制 や 水 道 水 へ の 異 物 混 入 対 策 等 に 有 効 な 方 策 で 、 水 道 水 の 安 全 性

を 更 に 高 め る こ と が で き る 。  

 

● 法 定 耐 用 年 数 (本 文 P8) 

 地 方 公 営 企 業 法 施行 規 則 に 定 め ら れ て い る 、 施 設 毎 に 減 価償 却 費 を 算 定 す る

た め の 期 間 （ 年 数 ） の こ と 。  

 

● マ イ ク ロ 水 力 発 電 (本 文 P11) 

 浄 水 場 か ら 給 水 場 へ 水 道 水 を 送 る 際 の 余 剰 水 圧 を 利 用 し て 発 電 す る 設 備 。  

県営 水 道で は、 平 成 20 年度 に幕 張 給水 場（ 千 葉市 ）と 妙 典 給水 場 （市 川市 ）

に １ 基 、 平 成 26 年 2 月 に 北 船 橋 給 水 場 （ 船 橋 市 ） に 2 基 を 設 置 し 、 給 水 場

の 消 費 電 力 削 減 と 環 境 負 荷 の 低 減 に 貢 献 し て い る 。  

 

● レ ベ ル １ 地 震 動 (本 文 P14) 

 施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 そ の  

施 設 の 供 用 期 間 中 に 一 回 以 上 は 発 生 す る 可 能 性 の 高 い 地 震 動 。  

 

● レ ベ ル ２ 地 震 動 (本 文 P14) 

施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う ち 、 過 去 、

将 来 に わ た っ て 最 大 規 模 の 強 さ を 有 す る 地 震 動 。  
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３  対 象 施 設  

（ １ ） 施 設 の 配 置 図  

① 取 水 場 、 浄 水 場  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

木 下 取 水 場  

矢 切 取 水 場  

印 旛 取 水 場  

高 滝 取 水 場  
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② 給 水 場 及 び 分 場   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  北 船 橋 給 水 場  ６  妙 典 給 水 場  １ １  千 葉 分 場  

２  松 戸 給 水 場  ７  幕 張 給 水 場  １ ２  大 宮 分 場  

３  誉 田 給 水 場  ８  園 生 給 水 場  １ ３  市 原 分 場  

４  船 橋 給 水 場  ９  沼 南 給 水 場  １ ４  姉 崎 分 場  

５  成 田 給 水 場  １ ０ 北 習 志 野 分 場   
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（ ２ ） 検 討 対 象 と す る 浄 ・ 給 水 場 等  

① 取 水 場  

番 号  取 水 場 名 称   稼 働  
取 水 能 力  

（㎥／日 ） 

1 木 下 取 水 場    S50 486,700 

2 印 旛 取 水 場    S43 170,000 

3 高 滝 取 水 場    H5 90,000 

4 矢 切 取 水 場    H17 246,000 

計  992,700 

 

② 浄 水 場  

番 号  浄 水 場 名 称  
 

稼 働  
浄 水 能 力  

（㎥／日 ） 

1 柏 井 浄 水 場 (西 側 )   S43 360,000 

2 柏 井 浄 水 場 (東 側 )   S55 170,000 

3 北 総 浄 水 場    S50 126,700 

4 福 増 浄 水 場    H5 90,000 

5 ちば野 菊 の里 浄 水 場    H19 60,000 

6 
栗 山 浄 水 場  

［ ちば野 菊 の 里 浄 水 場 へ 機 能 移 転 の 予 定 ］  
S33 186,000 

計  992,700 

 

③ 給 水 場  

番 号  給 水 場 名 称   稼 働  
配 水 池 容 量  

（㎥） 

1 園 生 給 水 場    S37 25,700 

2 船 橋 給 水 場    S40 18,000 

3 誉 田 給 水 場    S46 44,000 

4 成 田 給 水 場    S47 10,800 

5 北 船 橋 給 水 場    S50 104,000 

6 沼 南 給 水 場    S56 53,400 

7 松 戸 給 水 場    S58 60,000 

8 幕 張 給 水 場    H8 90,000 

9 妙 典 給 水 場    H11 100,000 

計  505,900 
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④ 分 場  

番 号  分 場 名 称   稼 働  配 水 池 容 量 （㎥）  

1 千 葉 分 場    S11 4,040 

2 市 原 分 場    S35 3,340 

3 大 宮 分 場    S37 4,400 

4 姉 崎 分 場    S39 15,800 

5 北 習 志 野 分 場    S45 4,000 

計  31,580 

 

⑤ 高 架 水 槽 ・ 配 水 塔  

番 号  配 水 塔 ・高 架 水 槽 名 称  構 造  稼 働  
配 水 塔 ・高 架 水 槽  

容 量 （㎥）  

1 千 葉 高 架 水 槽  RC S11 475 

2 栗 山 配 水 塔  RC S11 3,534 

3 船 橋 高 架 水 槽  ＰＣ S37 5,000 

4 辰 巳 配 水 塔  ＰＣ S37 1,160 

5 大 宮 高 架 水 槽  鋼 製  S37 100 

6 姉 崎 高 架 水 槽  鋼 製  S40 304 

7 坂 月 高 架 水 槽  鋼 製  S45 2,000 

8 北 習 志 野 高 架 水 槽  鋼 製  S45 505 

9 成 田 高 架 水 槽  鋼 製  S47 1,500 

10 東 寺 山 高 架 水 槽  鋼 製  S49 4,500 

11 辰 巳 高 架 水 槽  鋼 製  S55 3,000 

12 白 井 高 架 水 槽  PC S56 3,200 

計  25,278 

 

⑥ 調 圧 水 槽  

番 号  調 圧 水 槽 名 称  構 造  稼 働  
調 圧 水 槽  

容 量 （㎥）  

1 印 旛 系 第 1 号 調 圧 水 槽  RC S43 200 

2 印 旛 系 第 2 号 調 圧 水 槽  RC S44 2,000 

3 印 旛 系 第 3 号 調 圧 水 槽  RC S51 2,000 

4 柏 井 系 第 1 号 調 圧 水 槽  RC S51 1,500 

5 柏 井 系 第 2 号 調 圧 水 槽  RC S51 290 

6 柏 井 系 第 3 号 調 圧 水 槽  RC S51 350 

7 北 総 系 第 1 号 調 圧 水 槽  鋼 製  S51 50 

8 北 総 系 第 2 号 調 圧 水 槽  RC S54 400 

9 第 2 誉 田 線 調 圧 水 槽  RC S54 20 

10 姉 崎 ～福 増 線 調 圧 水 槽  RC S56 1,100 



30 
 

番 号  調 圧 水 槽 名 称  構 造  稼 働  
調 圧 水 槽  

容 量 （㎥）  

11 北 総 ・成 田 線 調 圧 水 槽  RC S51 20 

12 高 滝 ・福 増 導 水 管 接 合 井  RC H5 1,980 

計  9,910 

 

（ ３ ） 検 討 対 象 と す る 管 路 施 設  

① 導 水 管  

番 号  路 線 名 称  口 径 （mm）  稼 働  延 長 （km）  

1 木 下 ～柏 井 導 水 管  φ2000 S46 23.5 

2 印 旛 ～柏 井 導 水 管  φ1800 S44 9.5 

3 木 下 ～北 総 導 水 管  φ1500 S50 6.1 

4 高 滝 ～福 増 導 水 管  φ1200 H5 16.0 

5 矢 切 ～ちば野 菊 の里 導 水 管  φ1100 H19 0.1 

計  55.1 

(四 捨 五 入 の 関 係 で 合 計 は 一 致 し な い ) 

 

② 大 口 径 送 配 水 管 （ φ 500 ㎜ 以 上 ）  

番 号  路 線 名 称  口 径 （mm）  稼 働  延 長 （km）  

1 一 拡 栗 山 ～船 高 線  φ900 S34 7.9 

2 一 拡 船 高 ～山 野 線  φ700 S34 1.3 

3 一 拡 船 高 ～園 生 線  φ700 S35 16.7 

4 一 拡 園 生 ～登 戸 線  φ800～φ500 S35 5.1 

5 根 本 ～岩 瀬 線  φ500 S35 1.0 

6 二 拡 船 給 ～園 生 線  φ1000 S41 15.6 

7 六 所 神 社 ～米 山 鉄 工 線  φ500 S40 0.8 

8 妙 典 ～東 野 線  φ1350～φ500 S42 7.7 

9 船 給 ～海 神 線  φ1000～φ500 S41 2.8 

10 二 拡 園 生 ～蘇 我 線  φ900～φ500 S41 8.9 

11 登 戸 ～幸 町 線  φ500 S40 1.8 

12 二 拡 北 方 ～妙 典 線  φ1100～φ700 S41 3.7 

13 幸 町 ～神 明 町 線  φ700～φ600 S43 1.8 

14 園 生 ～小 倉 線  φ500 S44 7.4 

15 中 野 木 ～若 松 団 地 線  φ500 S42 1.2 

16 藤 崎 ～袖 ヶ浦 団 地 線  φ600 S43 1.4 

17 花 見 川 団 地 線  φ900～φ600 S43 3.7 

18 四 拡 妙 典 ～舞 浜 線  φ1650～φ500 S44 1.6 

19 蘇 我 駅 前 線  φ500 S41 0.1 
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番 号  路 線 名 称  口 径 （mm）  稼 働  延 長 （km）  

20 

一 拡 園 生 ～登 戸 線  

二 拡 園 生 ～蘇 我 線  

連 絡 管  

φ600 S40 0.5 

21 船 給 ～前 貝 塚 線  φ500 S45 0.5 

22 三 拡 柏 井 ～船 給 線  φ1200～φ500 S44 2.5 

23 三 拡 柏 井 ～園 生 線  φ1350～φ500 S43 2.6 

24 

一 拡 船 高 ～園 生 線  

二 拡 船 給 ～園 生 線  

連 絡 管 ① 

φ700 S44 0.7 

25 

一 拡 船 高 ～園 生 線  

二 拡 船 給 ～園 生 線  

連 絡 管 ② 

φ500 S42 0.9 

26 二 拡 栗 山 ～船 給 線  φ1100 S38 9.4 

27 上 記 以 外 の送 配 水 管  － － 493.4 

計  601 

※ 番 号 1～26 の延 長 は、高 級 鋳 鉄 管 の延 長 を記 載  

 

③ 小 中 口 径 配 水 管 （ φ 450 ㎜ 以 下 ）  

番 号  路 線 名 称  口 径 （mm）  延 長 （km）  

1 ダクタイル鋳 鉄 管 等  φ450 以 下  8,506 

計  8,506 

 

（ ４ ） 必 要 施 設 能 力 の 内 訳  

浄 水 場 名  施 設 能 力 （現 状 ） 必 要 施 設 能 力  増 減  

ちば野菊の里浄水場 60,000 246,000 (+186,000) 

栗 山 浄 水 場 186,000 
[ちば野 菊 の里 (浄 )に

機 能 移 転 の予 定 ] (-186,000) 

柏 井 浄 水 場 （西 側 ） 360,000 360,000 (－) 

柏 井 浄 水 場 （東 側 ） 170,000 170,000 (－) 

北 総 浄 水 場 126,700 126,700 (－) 

福 増 浄 水 場 90,000 90,000 (－) 

北 千 葉 （ 企 ） 受 水 213,300 224,100 (+10,800) 

か ず さ （ 企 ） 受 水 60,000 60,000 (－) 

計 1,266,000 1 ,276,800 (+10,800) 

 



 

 

 

  

 
千葉県営水道事業長期施設整備方針 

 
水道部計画課  

千葉市花見川区幕張町 5-417-24 

電 話 ： 043-211-8753 

FAX： 043-274-9804 

＜ 改 訂 履 歴 ＞  

平 成 ２ ８ 年  ３ 月  策 定  

令 和  ３ 年  ３ 月  改 訂  



 

 

  



 

 

 

千葉県企業局 


